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特徴

2D-LiDARを複数台用いて物体の高さ、サイズ、位置を正確に計測します。

マルチ2D-LiDARによる寸法計測システム

Cat.No 3E5J-273-00-240801

● 対象物までの距離を測定できるレーザー測定器(2D-LiDAR)を用いて対象物の高さを測定し、形状端部を検出することで、
対象物の寸法と位置を計測できます。

● 設置距離およびLiDARの視野角の設定により、最大100m以上の長さまで計測できます。

● 雨天時や夜間でも計測可能です。

適用詳細

測定方法

● 2D-LiDARを2台以上で連携させて、上部から長尺の測
定対象物の高さ、サイズ、位置を計測します。 縦横それ
ぞれで測定することで、四辺の縁を正確に計測します。

● 高さ13ｍ、視野角130度以上とすることで、2台のLiDAR
で長さ100mの測定対象物のすべての位置を計測でき
ます。

● 取得データのノイズ除去処理を行うことで、雨天時でも
計測できます。また、照射レーザー光を対象物に反射し
て測定するため、夜間でも使用できます。

① 予めLiDARの設置位置、高さを設定します。

② 平らな地面にLiDARを設置、もしくは移動し、地面を基準
面として測定します。

③ 次に測定対象物を測定します。地面を計測した時の距離
から一定以上短い距離を検知した場合に、そこを基準
測定物の縁と見なして、対象物の高さ・縁間の寸法を
算出します。

④ 2つのLiDARそれぞれの測定対象物の縁から中心点まで
の長さの結果を合算して測定対象物の長さを求めます。
また、それぞれの長さの比から位置ずれ量を求めます。

導入事例

● スラブヤードクレーンでのスラブ位置、寸法測定

● 板状の大型建材のサイズ測定

複数LiDARによる測定例
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複数LiDARによる計測結果算出
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